
111111111111111111111111111111111川1111111111広 範 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

第 249号

⑧命、和う色 :6年5月号

平成 6年5月20日発行

|町の動き [(5月1日現在)

・人口 10，644人(+25人)

-男子

・女子

-世帯数
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5，022人(+16人)

5，622人(+9人)

3，428戸(+28戸)

( )内前月比

愛媛県視泉郡川内町 ・編集川内町総務課 ・電話66-2222有線2111 印刷 77ノ印刷
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コミ出しシール

。 -台所から出るコミは充分水を切ってから出しま
しょう。

・このシールのはっていない袋は収集しません。

川内町
みんなで川内町を美しくしましょう
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コミ減量化対策の
補助制鷹スタート

生ゴミ減量化のため、コンポストと水切りぺールの購入に補助制度が

スター卜しました。概要は、以下のとおりです。

水切りベール砂
バケツの中に水切りざるが付いていて、

台所の生ゴミを投入すると、自然に水切

りができる。

0補助金額

器具本体購入価格の1/2

(ただし、 3，000円を上限とする)

0補助対象限度

一世帯2基以内

0補助手続

購入時に補助金額相当額を差し引いた

額で購入。(要印鑑)

0販売業者

JA三内、 JAJII上
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4コンポスト
生ゴミ、雑草、落葉など有機質のゴミを

投入すると、ゴミは発酵、分解して良質

の堆肥ができます。

0補助金額

器具本体購入価格の1/2

(ただし、 3，000円を上限とする)

0補助対象限度

一世帯2基以内

0補助手続

購入時に補助金額相当額を差し引いた

額で購入。(要印鑑)

o販売業者

JA三内、 JAJII上

コ得



「
松
の
緑
を
守
る
た
め
」

業
を
、

に
毎
年
実
施
し
て
い
る
松
く
い
虫
防
除
事

本
年
度
も
次
の
と
お
り
実
施
致
し
ま
す
の
で
、

方
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

{空
中
散
布
事
業
に
つ
い
て
}

一
、
散
布
区
域

北
方

・
前
松
瀬
川
地
区
の
松

林

九

十

一

加

二
、
散
布
日
時

一
回
目
六
月
六
日
間

二
回
目
六
月
二
十
七
日
間

と
も
に
午
前
五
時
頃
か
ら
午

前
十
時
頃
ま
で

※
天
候
不
良
等
に
よ
り
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
、
変
更
す
る
場
合
は
有

線
放
送
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す。

三
、
薬
剤
散
布
の
方
法

ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
(
約

一

七
t

/
加
)
を
水
で
三
十
六
倍

に
希
釈
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
り
松
林
の
上
空
約
十

1
十
五

m
の
高
さ
か
ら
散
布
し
ま
す
。

四
、
使
用
薬
剤
と
安
全
性

使
用
す
る
ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤

は
、
農
薬
取
締
法
に
基
づ
き
各

種
の
毒
性
試
験
成
績
等
を
も
と

に
厳
正
な
検
査
を
行
な
い
、
総

合
的
に
評
価
し
、
安
全
性
を
確

認
し
た
上
で
、
適
正
な
使
用
方

法
等
を
定
め
て
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
畜
に
対
す
る

毒
性
が
低
く
、
「
毒
物
及
び
劇

物
取
締
法
」
に
基
づ
く
毒
物
、

劇
物
の
い
ず
れ
に
も
指
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
普
通
物

扱
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
は
、

町
民
の
皆
様

農
作
物
(
稲
、
野
菜
、
果
樹
等
)

林
業
、

一
般
樹
木
、
家
庭
園
芸

等
の
害
虫
防
除
に
広
く
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

玉
、
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

松
く
い
虫
防
除
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
万
一
の
事
故
を
考

慮
し
て
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ

て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
安
全
に

実
施
す
る
た
め
皆
様
も
次
の
事

項
を
お
守
り
下
さ
い
。

-
散
布
当
日
は
、
散
布
区
域
内

の
山
林
に
は
立
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

念
の
た
め
散
布
後
一
週
間
程

度
は
散
布
区
域
内
の
山
林
へ

の
立
入
り
を
ご
遠
慮
下
さ
い

0

.
散
布
前
日
並
び
に
散
布
当
日

は
、
危
険
で
す
か
ら
ヘ
リ
ポ

ー
ト
周
辺
に
は
近
づ
か
な
い

で
下
さ
い

0

・
蜜
蜂
は
薬
剤
に
弱
い
の
で
散

布
当
日
か
ら

一
週
間
程
度
は

巣
箱
を
散
布
区
域
周
辺
(
概

ね
二
回
:
・
蜂
の
通
常
の
行
動

範
囲
)
に
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

-
散
布
当
日
、
散
布
区
域
周
辺

に
車
を
駐
車
し
な
い
で
下
さ

・
散
布
当
日
、
散
布
区
域
周
辺

の
方
は
念
の
た
め
家
畜
、
飲

食
物
、
洗
濯
物
等
を
屋
外
に

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

〈
備
考
〉
重
信
町
に
お
い
て
も
、

薬
剤
空
中
散
布
を
北
吉
井
、
拝

志
地
区
を
対
象
に
、
第
一
回
目

は
六
月
七
日

・
八
日
、
第
二
回

目
は
六
月
二
十
七
日

・
二
十
八

日
に
実
施
し
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

【地
上
散
布
事
業
に
つ
い
て
}

一
、
散
布
区
域

塩
ケ
森
地
区
の
松
林

hα 

二
、
散
布
日
時
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一
回
目
六
月
七
日
関

二

回

目

六

月
二
十
八
日
附

と
も
に
午
前
九
時
頃
か
ら
午

後
三
時
頃
ま
で
。

※
天
候
不
良
等
に
よ
り
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
、
変
更
す
る
場
合
は
有

線
放
送
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す。

三
、
薬
剤
散
布
の
方
法

ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
(
約
三

・

三
t
/
加
)
を
水
で
百
八
十
倍

に
希
釈
し
、
動
力
噴
霧
器
を
使

っ
て
地
上
か
ら
散
布
し
ま
す
。

四
、
使
用
薬
剤
と
安
全
性

空
中
散
布
事
業
と
同
じ
。

玉
、
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

空
中
散
布
事
業
に
準
じ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。



散布区域

ヘリポート

空中散布事業

中
小
企
業
金
融
制
度

資
金
利
子
補
給
開
始

川
内
町
内
に
お
い
て
中
小
企
業

を
営
ん
で
い
る
個
人
及
び
法
人
に

対
し
資
金
の
融
通
を
円
、
滑
に
す
る

た
め
利
子
補
給
を
行
う
こ
と
に
よ

り
そ
の
経
営
の
安
定
を
図
り
、
も

っ
て
中
小
企
業
の
振
興
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
六
年
四
月

一
日
以
降
の
借
入
利
子
に
対
し
て

利
子
補
給
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。。
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
資
金

中
小
企
業
金
融
制
度
に
基
づ
き

政
府
系
金
融
制
度
か
ら
融
資
を
受

け
た
設
備
資
金
。

。
利
子
補
給
対
象
者

一
、
中
小
企
業
で
あ
っ
て
、
個
人

に
あ
っ
て
は
現
住
所
を
、
法
人

に
あ
っ
て
は
本
社
を
、
い
ず
れ

も
川
内
町
に
一
年
以
上
有
す
る

者。
一
、
町
税
を
完
納
し
た
者
。

。
利
子
補
給
対
象
資
金
の
限
度
額

一
企
業
あ
た
り
一
千
万
円
を
限

度。。
利
子
補
給
率

利
子
補
給
対
象
資
金
に
か
か
る

支
払
い
利
子
額
の
百
分
の
二
十

0

0
利
子
補
給
の
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
以

内
。
た
だ
し
、
融
資
期
聞
が
三
年

以
内
の
も
の
に
つ
い
て
は
融
資
期

間
の
範
囲
内
。

。
利
子
補
給
の
請
求
方
法

受
給
者
又
は
受
給
者
の
委
任
を

受
け
た
商
工
会
長
が
毎
年
十
二
月

一
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
所
定

の
交
付
申
請
書
を
川
内
町
長
に
提

出。。
提
出
先
友
び
間
合
わ
せ

役
場
産
業
課
商
工
観
光
係

台
六
六
|
二
二
二
二

内

線

四

五

有

線

二

二

ハ
一
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今年も井内、永井さん方の園地で

は、丹精込めたボタンの大輪が開花

して、訪れた人を楽しませた。

このボタンまつりも、この季節の

井内のイベン卜として定着したよう

です。

法会藩法記長人三急会

テマ・.it-ヒス，t，!ンタ"えぐも事時禁~hlttt湧't.

‘ ア「 イ

えぐ サ| 

も ビ

」会 車ス

e口a、
砂

~詞力メ5
閣認す レポ'-1--

‘ 5/1ボタンまつり(井内)
v 

‘5/1 三恵ホームに「デイ ・サービス

センターえぐも」カf完成し、その落

成式が行われました。

ガリラヤ荘につづき、三恵ホーム

でもデイサービス事業がスター卜し、

在宅福祉サービスがより充実するこ

ととなりました。

-6-



一7

お世話になります砂

松山東署川内派出所が新らしくな

りました。

玄関には、電光掲示板、オフィス

といった方がいいような事務室、広

い駐車場。

近隣の派出所では、 1番いいので

はないでしょうか。

川内町親善ゴルフ大会表彰式砂

全員カ官、ホールアウ卜したのは、も

う夕方近くになっていました。休憩

ののち、懇親会並びに表彰式が行わ

れ、優勝以下53賞が披露されました。

入賞者には、女性も多く、受賞の

たびに歓声が上がっていました。

お疲れ様でした。

‘5/5川内町親善ゴルフ大会

町民184名が参加しての第 1回川

内町親善ゴルフ大会(主催:川内町

体育協会)が松山ゴルフ倶楽部で開

催されました。

早朝からのスタートでしたが、皆

さん疲れも見せず、ゴルフを爆能し

ていました。

‘5/6還暦式

中央公民館で還暦式カf行われ、満

60歳の町民66名が出席しました。

式典の後、記念講演(勝目利雄先

生)並びに記念撮影が行われました。

引きつづき、会食に移りましたが、

緊張もとれ、皆さん旧交を温めてい

ました。

. -



耳ヌ

ネオ

ノ

ト

i
山
菜
グ
ル
メ
の
集
い

j

服
。
参
加
者
同
志
、
山
菜
談
義
に

花
が
咲
く
。

休
憩
の
の
ち
、

一
気
に
山
項
ま

で
登
る
と
い
う
。
急
坂
続
き
で
、

先
程
の
楽
し
か
っ
た
山
菜
談
義
が

う
そ
の
よ
う
に
皆
、
黙
々
と
登
る
。

な
ん
と
か
山
項
へ
た
ど
り

つ
く
こ

と
が
で
き
た
が
、
疲
れ
で
声
が
で

な
い
。
し
ば
ら
く
呼
吸
を
整
え
て

い
る
と
、
風
が
体
を
抜
け
て
ゆ
く
。

山
頂
で
の
涼
風
、
あ
り
が
た
し
。

し
ば
ら
く
動
き
た
く
な
い
と
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
「
昼
食
に
す

る
」
と
い
う
あ
り
、
が
た
い
ご
命
令
。

「
キ
ャ

l
」
山
に
こ
だ
ま
す
る

女
性
の
悲
鳴
。
な
に
ご
と
か
と
近

づ
く
と
、
「
ヘ
ピ
が
出
た
」
と
の

こ
と
。
さ
っ
そ
く
、
山
の
先
達
和

田
さ
ん
が
マ
ム
シ
を
い
と
も
た
や

す
く
わ
縄
に
す
る
。
丸
々
と
太
っ

た
大
物
で
あ
る
。
鎌
首
を
は
ね
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
不
気
味
に
動
く
。

四
月
二
十
九
日
、
み
ど
り
の
日

に
開
催
さ
れ
た
山
菜
グ
ル
メ
の
集

い
で
の
お
も
わ
ぬ
出
来
事
で
あ
る
。

こ
の
集
い
に
は
、

三
十
人
近
く

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
参
加
者
全

員
が
中
央
公
民
館
ヘ
集
合
の
の
ち
、

徒
歩
で
塩
ケ
森
山
頂
を
目
指
す
。

快
晴
、
山
菜
取
り
日
和
で
あ
る
。

道
す
が
ら
、
山
菜
を
採
っ
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
大
石
延
夫
さ
ん

(
山
菜
研
究
家
)
か
ら
山
菜
の
説
明

を
受
け
る
。
一

度
聞
い
て
も
、
す

ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
名
前
で
あ
る
。

し
か
し
、
お
い
し
い
山
菜
の
話
は

頭
に
残
る
。

山
行
も
半
ば
で
休
憩
を
と
る
。

四
月
と
は
い
え
、
さ
す
が
に
汗
を

か
く
。
近
く
に
腰
を
お
ろ
し
て
一

. 

山
項
か
ら
の
な
が
め
を
楽
し
み
な

が
ら
、
昼
食
を
と
る
。
参
加
者
各

々
が
畳
寝
、
散
策
等
、
塩
ケ
森
を

満
喫
し
て
い
る
。

パ
ス
が
迎
え
に
来
て
、

一
同、

下
界
に
降
り
る
。
昼
か
ら
は
山
菜

の
料
理
を
中
央
公
民
館
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
。

ゴ
マ
あ
え
、
天
ぷ
ら
、
ま
ぐ
ろ

フ
レ
ー
ク
あ
え
な
ど
、
二
十
種
類

以
上
の
句
の
味
が
並
ぶ
。
ど
れ
も

逸
品
で
あ
る
が
、
種
類
が
多
く
て
、

滋
怠
ネ
V
ト
ワ
!
っ

「
大
石
四
季
成
い
ち
ご
」
、
「
大

石
早
生
」
、
「
大
石
中
生
す
も
も
」

と
り
7
品
種
の
名
前
を
ご
存
知
の
園

芸
関
係
者
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
品
種
は
、
福
島
県
保
原
町

の
大
石
俊
雄
さ
ん
が
永
年
の
品
種

改
良
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

全
国
区
の
こ
の
作
物
を
普
及
さ
せ

る
た
め
、
東
北
か
ら
川
内
町
へ
や

っ
て
き
た
の
が
、
大
石
延
夫
さ
ん

で
あ
る
。

大
石
延
夫
さ
ん
は
、
俊
雄
さ
ん

の
四
番
目
の
子
供
(
七
人
兄
弟
)
と

し
て
育

っ
た
が
、
や
は
り
、
門
前

の
小
僧
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

山
菜
の
名
前
の
書
い
た
名
札
が
な

け
れ
ば
識
別
で
き
な
い
。

に
こ
の
道
に
進
ん
で
い
た
。
社
会

に
出
て
か
ら
も
、
西
武
鉄
道
で
観

光
農
園
作
り
の
指
導
を
し
て
い
た

が
、
大
石
プ
ラ
ム
普
及
の
た
め
、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 可

ん一

・・・・・・・・冒
a

司圃・・・・・司

・kc
一

・
司
¥
)川一
γf
J
i夫

-
-
E
F

ιて

い

¥，
F
』

'-
E三

・・・同
M川

1

E

・・・・・・
F

大↑

当
地
へ
十
年
前
に
来
ら
れ
た
。
面

河
の
果
樹
園
(
二
加
)
で
大
石
プ
ラ

ム
を
栽
培
す
る
一
方
、
高
知
、
宇

和
島
、
大
島
等
に
プ
ラ
ム
栽
培
の

指
導
に
か
け
回
っ
て
い
る
。

い
よ
ド
よ
試
食
で
あ
る
。
学
生

食
堂
の
よ
う
に
列
を
作
り
、
少
し

ず
つ
料
理
を
自
分
の
皿
に
取

っ
て

ゆ
く
。
私
も
試
食
さ
せ
て
も
ら
っ

た
が
、
特
に
コ
ン
ロ
ン
ソ
ウ
の
鮪

フ
レ
ー
ク
あ
え
は
、
特
有
の
辛
味

が
あ
り
、
印
象
深
か

っ
た
。

一
日
か
か
っ
た
山
菜
グ
ル
メ
の

集
い
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

塩
ケ
森
か
ら
持
ち
帰

っ
た
マ
ム
シ

の
そ
の
後
が
気
に
な
り
つ
つ
、
中

央
公
民
館
を
後
に
し
た
。
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ま
た
、
本
業
以
外
に
も
、
今
回

の
「
山
菜
ク
ル
メ
の
集
い
」
の
指
導

者
と
し
て
、
ま
た
、
さ
く
ら
会
(
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
)
の
活
動

と
、
忙
し
い
日
々
を
送
ら
れ
て
い

る
。
町
ゃ
つ
く
り
、
地
域
づ
く
り
活

動
の
話
に
は
、
時
の
た
つ
の
も
忘

れ
る
く
ら
い
熱
が
入
る
人
で
あ
る
。

※
川
内
町
を
舞
台
に
生
き
生
き
と

演
技
(
活
動
)
し
て
い
る
役
者
さ
ん

(
人
)
を
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
き
の
よ

い
役
者
さ
ん
(
人
)
の
情
報
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
役
場
総
務
課
広
報
係

含
六
六
l
二
二
二
二
)
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新
規
講
座
の
お
知
ら
せ

由・・可

クレ
ツデ

日
頃
の
暮
ら
し
の
中
で
毎
日
料

理
を
作
っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ

や
ミ
ド
ル
レ
デ
ィ
の
皆
さ
ん
、
料

理
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
同
じ

料
理
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

お
い
し
く
美
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

家
族
の
み
ん
な
を
驚
か
し
、
あ
な

た
自
身
も
作
る
楽
し
み
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
六
月
十

五
日
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
し
ゃ
べ
り
講
座

ス
ピ
ー
チ
の

常
識
・
非
常
識
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

結
婚
式
の
ス
ピ
ー
チ
を
頼
ま
れ

て
、
ど
、
ぎ
ま
、
ぎ
し
た
こ
と
、
あ
り

ま
せ
ん
か
。
も
う
少
し
ウ
イ
ッ
ト

に
富
ん
だ
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
れ
ば

と
、
だ
れ
し
も
思
う
も
の
で
す
。

冠
婚
葬
祭
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
婦
人
会
、

P
T
A
、
公
民
館
、

常
会
な
ど
で
司
会
や
進
行
役
を
頼

ま
れ
た
時
、
杓
子
定
規
な
話
や
、

進
め
方
を
だ
れ
し
も
し
て
い
る
も

の
で
す
。

そ
の
場
そ
の
場
に
応
じ
た
適
切

な
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
、
い
っ
し
ょ
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
話
し
方
教
室

と
い
う
べ
き
「
お
し
ゃ
べ
り
講
座
」

を
七
月
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
講

し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
中
央
公

民
館
(
含
六
六
l
四
七
二
一
)
へ
六

月
十
五
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

各
種
学
級
・

講
座
の
ご
案
内

今
回
、
ご
紹
介
し
た
新
規
講
座

の
ほ
か
に
、
白
寿
大
学
、
桜
学
級
、

わ
ん
ぱ
く
教
室
、
若
者
自
由
塾
、

英
会
話
教
室
、
絵
画
教
室
、
考
古

学
入
門
講
座
な
ど
の
開
講
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
中
央
公
民
館

(
宮
六
六
|
四
七
二
こ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

.. 

|
|
サ
ー
ク
ル
紹
介

J 11 

内
山

草
A
Q
一品

ー
花
の
好
き
な
方
・

自
然
を
愛
す
る
方
大
歓
迎

1

外
は
あ
い
に
く
の
雨
で
あ
る
。

エ
ビ
ネ
、
ユ
キ
モ
チ
ソ
ウ
、
ク

マ
ガ
イ
ソ
ウ
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
、

ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ヒ
ト
リ
シ

ズ
カ
な
ど
山
草
が
ひ
っ
そ
り
と

並
ん
で
い
る
。

四
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日

の
二
日
間
開
催
さ
れ
た
山
草
展

に
は
、
丹
精
込
め
た
山
草
が
、

可
憐
な
花
を
精

一
杯
咲
か
せ
て

い
た
。こ

の
山
草
展
を
企
画
、
運
営

し
て
い
る
の
が
、
川
内
山
草
会

で
あ
る
。
昭
和
五
十
六
年
に
会

長
の
高
須
賀
直

一
さ
ん
他
二
名

に
よ
り
川
内
エ
ピ
、
不
会
と
し
て

発
足
し
た
。
途
中
、
川
内
山
草

会
と
名
前
を
変
え
、
会
員
も
現

在
十
七
名
と
大
所
帯
に
な
っ
て

き
た
。山

草
ム
五
で
は
、
会
の
モ
ッ
ト

ー
で
あ
る
「
花
を
愛
し
、
自
然

を
愛
す
る
」
精
神
で
、
山
草
を

ふ
や
し
、
育
て
た
花
を
自
然
に

か
え
す
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
会
員
同
志
の
親
睦

会
も
多
い
。
六
月
に
も
山
草
展

を
企
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
吉
久

高
須
賀
直
一
(
含
六
六
|
一
一
一
二

二
C
ま
で
。

川
内
町
文
化
協
会

-9一



わが家G愛ド/ι
満 1i殺を迎えられる赤ちゃんの

写真とコメントを募集します。

コメントには名前・住所・生年月日 ・

両親の名前・赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末

までに役場広報係まて。送って下さい。
忌. ， 

(
茶
堂
南
団
地
)
ナ
オ

近

藤

直

也

く

ん

次
男
(
五
月
二
十
日
生
)

父
・敏

則

母

・清
美

は
じ
め
ま
し
て

ヨ
ロ
シ
ク
H
・

みん怒め投稿欄
」一一一 一 一一一一一一一一一一一一

先日、井内で行われた力ヤ山の火入れの様子を松山営林署川内森

林事務所、森林官の青木茂さんが寄稿してくださいましたのでご紹

介します。

満 1歳です/
板
戸

中)

セ

イ

ヤ

川

聖

也

く

ん

次
男
(
五
月
十
六
日
生
)

父
・晴
日
母
・
久
美

笑
顔
す
で
き
で
し
ょ
/
必
殺
に
こ
に
こ
だ
ま
し
/

い
た
ず
ら
し
た
っ
て
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、
お
母
さ
ん

な
ん
か
恐
く
な
い
/

カ
ヤ
山
の
火
入
れ

四
月
十
日
、
井
内
の
川
東
部
落

共
有
「
中
ノ
カ
ヤ
山
」
面
積
二
加

(
代
表
者

・
城

戸

明

外

四

十

七

名
)
に
お
い
て
、
森
林
法
第
二
十

一
条
の
子
続
き
に
基
づ
く
許
可
の

火
入
れ
の
た
め
、
営
林
署
長
の
命

に
よ
り
現
地
立
会
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
花
冷
え
で
気
温
ロ
℃

風
向
き
は
南
か
ら
北
で
穏
や
か
で

作
業
条
件
が
整
う
中
、
早
朝
か
ら

川
内
町
消
防
団
第
三
分
団
、
班
長
・

東
義
隆
外
十
三
名
を
含
む
、
総
勢

三
十
三
名
が
現
地
に
集
合
、
全
員
に

よ
る
打
合
せ
の
後
、
八
時
に
火
入

れ
区
域
の
防
火
帯
(
幅
員
六

1
七

メ
ー
ト
ル
を
刈
払
い
)
を
設
定
、

風
向
き
を
確
認
の
う
え
で
項
上
部

か
ら
着
火
し
、
順
次
下
方
ヘ
火
入

れ
す
る
こ
と
を
申
合
せ
、
城
戸
実

行
責
任
者
の
指
示
に
よ
り
、
分
担

を
六
班
編
成
、
火
み
ち
の
ポ
イ
ン

ト
に
配
置
、
九
時
四
十
五
分
に
着

火
、
隣
接
の
国
有
林
、
林
道
等
へ

の
影
響
は
皆
無
で
、
十
一二
時
三
十

分
消
火
し
た
。

こ
の
カ
ヤ
山
は
、
水
源
か
ん
養

保
安
林
で
あ
る
が
、
地
区
単
位
の

屋
根
ふ
き
用
の
良
質
な
カ
ヤ
を
共

同
栽
培
の
う
え
、
採
取
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
隔
年
(
二
年
ご

と
)
に
雑
か
ん
木
や
雑
草
木
を
除
去

し
、
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
地
で
カ
ヤ
ぶ
き
屋
根

の
「
カ
ヤ
」
の
確
保
が
難
し
い
状
況

か
ら
、
希
望
者
仁
は
若
干
の
供
給

に
も
応
ビ
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

カ
ヤ
山
の
火
入
れ
作
業
後
は
、

全
員
参
加
に
よ
る
慰
労
の
宴
に
仲

間
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、

お
互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
合
い
、

地
域
お
こ
し
等
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
世
代
を
越
え
て

の
町
マ
つ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
乙
を
更
に
実
感
し
た
一
日
で
あ

っ
た
。

-10 
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ボ
カ
シ
を

作
り
ま
し
た

四
月
二
十
四
日
、
中
央
公
民
館

第
二
・

三
学
習
室
で
、
第
一
回
ボ

カ
シ
作
り
を
終
え
ま
し
た
。

と
て
も
大
勢
の
方
が
参
加
し
て

下
さ
り
、
あ
わ
て
て
プ
リ
ン
ト
を

コ
ピ
ー
し
て
追
加
し
た
り
し
ま
し

た
。
広
い
室
内
が
い
っ
ぱ
い
で
、

ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
の

作
業
で
し
た
。

今
ま
で
の
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
生

ゴ
ミ
を
腐
敗
さ
せ
る
堆
肥
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
試
み
よ
う
と
す
る
ボ
カ

シ
堆
肥
は
、

E
M
菌
と
い
う
微
生

物
を
活
動
さ
せ
て
腐
敗
を
防
止
、

植
物
に
有
益
な
発
酵
分
解
を
促
進

す
る
発
酵
堆
肥
で
す
。

E
M
と
は
、
有
効
微
生
物
群
を

意
味
し
ま
す
。
有
効
微
生
物
は
、

生
き
物
で
土
が
本
来
の
力
を
回
復

し
、
豊
か
な
田
畑
に
な
る
手
伝
い

を
し
て
く
れ
ま
す
。

詳
し
く
言
い
ま
す
と
、
光
合
成

細
菌
・
放
線
菌
・
酵
母
菌
・
乳
酸

菌
な
ど
十
属
八
十
種
以
上
の
菌
類

の
微
生
物
が
共
存
し
て
い
ま
す
。

こ
の
多
種
多
様
な
微
生
物
が
土

壌
中
で
お
互
い
に
共
存
共
栄
し
、

連
動
し
合
い
相
乗
効
果
を
発
揮
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ボ
力
シ
の
作
り
方
は
簡
単

①
新
し
い
米
ぬ
か
四
日
と
、
変

色
し
て
い
な
い
も
み
が
ら
四
日

を
よ
く
混
ぜ
る
。

②
井
戸
水
ま
た
は
、

一
量
夜
汲

み
置
き
し
た
水
道
水
の
う
わ
水

四

1
五
J
μ
を
四
十
度
く
ら
い

に
温
め
る
。

③
そ
の
お
湯
に
糖
蜜
二ミ
リ
川
町
を

よ
く
溶
か
し
た
後
、

E
M
を
二

ミリ

μ
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
る
。

④
①
に
、
よ
く
溶
け
た
混
合
液

を
ジ
ョ
ウ
ロ
で
何
回
か
に
分
け

て
掛
け
、
均
等
に
よ
く
混
ぜ
合

わ
せ
る
。
片
手
で
ギ
ユ
ツ
と
握

っ
て
開
け
る
と
、
三

1
五
個
く

ら
い
の
固
ま
り
に
分
か
れ
る
水

分
量
に
す
る
。

⑤
そ
れ
を
密
閉
容
器
に
入
れ
、

し
っ
か
り
蓋
を
し
て
密
閉
状
態

で
十
日
く
ら
い
ね
か
せ
る
。

(
甘
ず
っ
ぱ
い
発
酵
臭
が
す
れ

ば
出
来
上
が
り
。
)

⑤
日
陰
で
ゴ
ザ
や
紙
の
上
に
広

げ
、
二
、
三
日
乾
燥
さ
せ
(
サ

ラ
サ
ラ
で
水
気
が
全
然
な
い
状

態
)
密
閉
容
器
に
て
保
存
す
る
。

こ
れ
を
ボ
カ
シ
と
言
う
。

ボ
カ
シ
の
使
い
方
は
、
何
回
も

お
知
ら
せ
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

各
ご
家
庭
に
合
っ
た
使
い
方
を
す

れ
ば
い
い
の
で
す
。

-
水
切
り
バ
ケ
ツ
を
使
う
場
合
、

生
ゴ
ミ
・
ボ
カ
シ
:
・
と
、
繰
り

返
し
て
入
れ
上
か
ら
押
さ
え
る
。

一
杯
に
な
れ
ば
十
日
ほ
ど
置
き
、

土
に
埋
め
て
も
、
コ
ン
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
も
よ
い
。
但
し
、
そ

の
上
に
土
を
か
け
る
こ
と
。

順
口
一
刷

切
水
町
平

水

泡

水切りパケツの使い方

ポカシ

生
ゴ
ミ
を
直
ぐ
コ
ン
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
も
、
土
に
埋
め
て
も

よ
い
。
こ
の
時
、
生
ゴ
ミ
の
上

に
ボ
カ
シ
を
ふ
り
か
け
る
。
コ

ン
ポ
ス
ト
は
、
時
々
土
を
入
れ

て
押
さ
え
て
お
く
こ
と
。

3

プ
ラ
ン
タ

l
に
入
れ
る
時
も

土
・
生
ゴ
ミ
・
ボ
カ
シ
・
土
と

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
態
に
す
る
。

生
ゴ
ミ
は
、
水
切
り
バ
ケ
ツ
で

ね
か
し
た
物
の
方
が
早
く
堆
肥

化
す
る
。

。
ボ
カ
シ
の
量
は
生
ゴ
ミ

一
キロ

に
約
十
1
二
十
守
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
腐
敗
臭
が
し
な
い
程

度
に
使
用
す
る
。
肝
心
な
の
は

水
切
り
バ
ケ
ツ
も
コ
ン
ポ
ス
ト

も
腐
敗
さ
せ
な
い
事
。
少
し
で

も
腐
敗
臭
が
す
れ
ば
、
直
ぐ
多

め
に
ボ
カ
シ
を
投
入
す
る
。

2 
第
二
回
目
か
ら
は
、

毎
月
一
回
ボ
カ
シ
を
作
り
ま
す
。

こ
の
夏
及
、
び
町
内
放
送
で
わ
知
ら

せ
し
ま
す
か
ら
、
ど
な
た
で
も
作

り
に
来
て
下
さ
い
。
無
料
で
持
ち

帰
っ
て
項
き
ま
す
。

若
し
、
各
支
部
公
民
館
な
ど
で

ボ
カ
シ
作
り
を
す
る
時
は
、

E
M

菌
と
糖
蜜
を
お
分
け
し
ま
す
。

(
宮
六
六
|
二
三

O
一
山
本
迄
)

ー
ノ

ボ
カ
シ
作
り
・
ボ
カ
シ
販
売

五
月
二
十
九
日
(
日
)

中
央
公
民
館
三
階
学
習
室

午
後
七
時
半

1
九
時
ま
で
作
り

ま
す
。
尚
、
ボ
カ
シ
の
販
売
も

い
た
し
ま
す
。

石
け
ん
販
売

五
月
二
十
九
臼
(
日
)
午
後
七
時

i
九
時
ま
で
中
央
公
民
館
三

階
学
習
室
に
て

11 

桜
学
級
(
外
米
を
お
い
し
く
)

五
月
二
十
八
日
出
午
後
二
時
よ
り

中
央
公
民
館
調
理
室

花
い
っ
ぱ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

六
月
二
十
六
日
(
日
)

午
前
八
時
産
業
道
路
ヘ
集
合

十
時
半
よ
り
・
:
シ
ク
ラ
メ
ン
の

夏
越
し
の
講
習

十
二
時
よ
り
・
:
会
食
(
用
意
し

て
い
ま
す
)

ど
な
た
で
も
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

六
月
の
ボ
カ
シ
作
り
と
販
売

六
月
二
十
六
日
(
日
)
の
花
い
っ

ぱ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、
二
時

よ
り
ボ
カ
シ
作
り
と
販
売
、
石

け
ん
の
販
売
も
致
し
ま
す
。
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内
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井曽 須

山能我川越本伯色目下野本西本賀田川伯
部

修国立盛保憲 久丈健 久幸 j青 草和研
ぺこの

二男男昭一俊勲幸晴一茂雄蔵美仁男高二

事事

顧

問

。
文
化
協
会

名

誉

会

長

森

義

会

長

池

川

登

副

会

長

堀

川

護
加

藤

サ

チ

子

理

事

長

田

部

慶

明

理

事

高

須

賀

直

一

戒

能

定

雄

。

黒

河

強

。

高

瀬

秀

近

。

上

田

マ

サ

ミ

ク

宇

野

美

佐

子

ク

酒

井

孝

監

事

熊

田

慶

一

白

戸

寧

O
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
補
導
員

河

之

内

村

上

祐

一

則
之
内
東
長
曽
我
部
立
男

則

之

内

西

国

井

和

典

井

内

篠

原

剛

滑

川

渡

部

美

土

谷

佐

伯

豊

奥

松

瀬

川

竹

井

修

前

松

瀬

川

山

本

久

横

灘

団

地

和

田

豊

北

方

東

佐

伯

仲

北

方

西

渡

部

明

町

東

名

本

樹

町

西

高

瀬

幸

南

方

東

大

西

蔵

南

方

西

菅

野

文

高
校
生
父
母
の
会

渡

部
神

野

渡

部

則二則博寛等治弘近由男虞

理

森領熊三酒

監所
長
推
薦

家田棟井

房成慶義克由房末正幸照繁秀善洋弘

義美一博雄

所
長
推
薦
高
須
賀

生

徒

指

導

山

口

ク

近

藤
和

因

。

二

神

O
保
健
衛
生
実
践
会

マ

本

部

会

長

森

副

会

長

波

山

理

事

近

大

マ
地
区
会
長

河

之

内

佐

則

之

内

東

近

則

之

内

西

野

井

内

渡

土

谷

佐

滑

川

坂

奥

松

瀬

川

大

前

松

瀬

川

加

北

方

東

松

北

方

西

渡

町

東

妻

町

西

桑

南

方

東

相

南

方

西

和

横

灘

団

地

白

マ
地
区
副
会
長

河

之

内

近

則

之

内

東

佐

則

之

内

西

小

井

内

戒

土

谷

河

滑

川

杉

奥

松

瀬

川

文

前

松

瀬

川

渋

北

方

東

二

北

方

西

渡

町

東

野

美史治

利 重 恵

西 藤 本 部

一
房
一
義

元

横
ア
ツ
子

カ
ヨ
ゴ

ツ
タ
子
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貴
美
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典

子
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ナ
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子

政

子
フ
ジ
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洋
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ヨ
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出
子

白
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羊

大

千

里

直

子
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川下下小中市天宮上宮東西西下上猪下上 E原宝西 横 横

ウ之之 之中中古古古ノ海海之 之団団
灘灘

ン沖町坂町場神東町西村村市市市窪上上上沖泉側 地 地
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井井ン 津
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上

砂
高

木

竹

之

鼻

板

戸

斉
院
之
木

木
林

茶

堂

北

八

幡

八

幡

道

向
曲

里

吉

久

石
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-
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夫

O
納
税
組
合
長

問

屋

近

藤

狩

場

名

越

日

浦

浅

野

河

音

田

渡

部

徳

吉

高

須

賀

則

之

内

宇

高

永

野

小

倉

一

ケ

谷

宇

和

川

保

免

白

戸

和

田

丸

渡

部

惣

田

谷

下

野

中

惣
田
谷
上
高
須
賀

井

内

下

菅

野

井

内

西

戒

能

井

内

中

渡

部

井

内

上

丸

山

滑

川

上

坂

本

滑

川

中

渡

部

滑

川

下

曽

我

部

土

谷

中

島

相

之

谷

渡

部

水

越

篠

森

川

筋

今

井

添

谷

渡

部

桧

皮

佐

伯

松

音

田

大

野

上

ケ

成

竹

井

三

軒

屋

渡

部

鳥

の

子

田

野

岡

原

高

須

賀

横

灘

山

田

西

組

菅

野

横
灘
団
地
一
区園

本

横
灘
団
地
二
区川

崎

横
灘
団
地
三
区柿

坂

高
須
賀

治次則夫秀淳比博男雄五雄昭明義正夫雄夫雄雄洋

西

之

側

盛 敏 新岩瀧正信俊輝綾武一宏洋章
太
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政 一優
美
子

省

同

一

二

敏

光
満

信

秀

輝
功

治
泰

志
一

孝

忠

勇
修刀

口子勉

貞吉

当
署
と
し
て
は
、
再
犯
防
止
の

た
め
標
識
の
整
備
を
始
め
と
し
て
、

地
域
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

よ
り

一一
層
の
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
国
有
林
の

中
で
不
審
な
ト
ラ
ッ
ク
や
、
不
審

な
木
材
伐
採
の
現
場
等
を
見
か
け

ら
れ
ま
し
た
ら
、
当
署
、
又
は
最

寄
り
の
森
林
事
務
所
ま
で
通
報
項

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

松
山
営
林
署
か
ら
の
お
願
い

川
内
町
に
は
、
梅
ケ
谷
山
、
根

無
山
国
有
林
等
約
五

O
O
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
所
在
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
国
有
林
は
、
松
山
営
林

署
川
内
森
林
事
務
所
が
管
理
し
て

お
り
ま
す
。

当
署
で
は
、
地
元
市
町
村
並
び

に
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
項
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
固
有
林
が
、
自
然
維
持
、
国

土
保
全
、
森
林
空
間
利
用
(
森
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
)
、
木

材
生
産
等
、
森
森
の
持
つ
諸
機
能

を
十
二
分
に
発
揮
し
、
地
域
社
会

に
役
立
つ
よ
う
管
理
経
営
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
十
二

月
東
宇
和
郡
野
村
町
に
所
在
す
る

当
署
の
小
屋
山
国
有
林
に
お
い
て
、

県
道
沿
い
の
ケ
ヤ
キ
の
大
径
木
五

本
が
盗
伐
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
当
署
の
林
野
巡
視
の
ス

キ
を
狙
っ
た
極
め
て
悪
質
な
犯
行

で
あ
り
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

通
報
先

松
山
営
林
署
二
四

i
O
五
五

O

川
内
森
林
事
務
所

六
六
|
二

O
一
四

Fhυ 
4ai 



社
会
福
祉
協
議
会
主
よ
り

ー
川
内
町
と
も
し
び
会
総
会
開
催
|

と
も
し
び

暗
夜
の
荒
海
を
ゆ
く
船
に
と
っ

て
、
は
る
か
に
と
も
る
灯
台
の
光

は
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
望
み
と
な

る
こ
と
か
。

行
き
暮
れ
た
旅
人
に
と
っ
て
、

遠
く
に
光
る
民
家
の
と
も
し
び
は
、

ど
れ
ほ
ど
大
き
な
救
い
と
な
る
こ

と
か
。砂

漠
を
ゆ
く
隊
商
に
と
っ
て
、

空
に
ま
た
た
く
北
極
星
は
、
ど
れ

ほ
ど
大
き
な
支
え
と
な
る
こ
と
か
。

光
は
人
に
希
望
と
、
救
い
と
、
よ

ろ
こ
び
と
、
や
す
ら
、
ぎ
を
与
え
ま

す。
こ
の
光
は
、
ま
た
、
人
間
性
の

光
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
の
心
の

中
に
輝
い
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
も
の
を
愛
し
、
は
ぐ

く
む
心
。

美
し
さ
を
愛
し
、
善
を
喜
び
、

真
実
を
求
め
よ
う
と
す
る
心
。
思

い
や
り
と
奉
仕
の
心
。

ヘ
頭
を
雲
の
上
に
出
し

ー-

. 

と
、
な
つ
か
し
い
小
学
唱
歌
の
合

唱
に
よ

っ
て
親
睦
体
操
を
行
っ
て

一
周
の
凝
り
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
、
平

成
六
年
度
川
内
町
と
も
し
び
会
総

会
が
開
会
と
な
っ
た
の
は
、
四
月

二
十
七
日
午
前
九
時
。

会
長
高
須
賀
フ
ヂ
ヱ
さ
ん
の
挨

拶
は
凍
と
し
た
声
で
、
と
も
し
び

運
動
の
信
条
を
交
え
心
に
し
み
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

社
協
側
の
挨
拶
が
終
り
、
議
事
に

入
り
楠
書
記
さ
ん
か
ら
要
を
得
た

事
業
報
告
が
、
新
会
計
さ
ん
か
ら

詳
細
な
会
計
報
告
が
、
山
本
監
事

さ
ん
か
ら
監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

つ
い
で
平
成
六
年
度
事
業
計
画
、

予
算
審
議
が
型
の
と
お
り
行
わ
れ
、

出
席
者
四
十
二
名
全
員
異
議
な
く

拍
手
の
う
ち
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
六
年
度
事
業
計
画
を
掲

げ
ま
す
と
、
独
居
老
人
給
食
サ
ー

ビ
ス
協
力
月
三
回
を
十
二
か
月
、

川
内
公
園
清
掃
を
年
二
回
、
料
理

講
習
及
び
例
会
を
年

一
回
、
独
居

老
人
全
員
へ
の
暑
中
は
が
き
見
舞

を
年
一
回
、
独
居
老
人
へ
の
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
年
一
回
、

研
修
旅
行
を
年

一
因。

奉
仕
活
動
と
し
て
は
、
ガ
リ
ラ

ヤ
荘
、
三
恵
ホ

1
ム
訪
問
を
年
二

十

一
回
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
は
す
べ
て
日
本
婦
人

と
し
て
の
美
し
い
情
操
の
培
い
か

ら
生
ま
れ
た
尊
い
奉
仕
の
運
動
と

い
加
え
宇
ナ
し
ょ
ャ
7
。

社
会
福
祉
の
仕
事
を
す
す
め
る

の
も
、
文
化
の
咲
き
匂
う
社
会
を

築
く
の
も
、
要
す
る
に
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
、
こ
の
自
覚
を
も

つ
こ
と
、
と
も
し
び
を
点
じ
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

と
も
し
び
会
は
奉
仕
班
を
九
班

に
分
か
ち
、
会
員
は
六
十
六
名
で

す
。
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
役
員

会

長

高

須

賀

副

会

長

黒

川

会

計

新

書

記

山

監

事

山

一

班

長

近

二

班

長

渡

三

班

長

丹

四

班

長

仙

部藤本下

フ
ヂ
ヱ

七

重

君

子

浄

子
洋

子
カ
ズ
子

ヨ
シ
ヱ

幸

子
沢

子

j皮

六

班

長

石

良

美

七

班

長

近

千

春

八

班

長

菅

春

美

九

班

長

菅

愛

子

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

字

和

川

千

代

香

私
は
な
ぜ
か
高
齢
者
の
方
と
の

会
話
、
ふ
れ
あ
い
が
好
き
で
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
様
々
な

世
代
の
対
象
者
が
い
ま
す
。

明
治
生
ま
れ
の

T
さ
ん
は
、
元

気
で
独
り
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
訪
ね
る
と
、
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
自
分
の
歩
ん
で
き
た
路
を
話

さ
れ
、
そ
の
他
色
々
と
経
験
し
た

こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
消
費
美
徳
の

時
代
に
育
っ
た
私
に
「
倹
約
」
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
楽
し

い
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
信
頼
を
得
、
人
に

安
心
感
を
与
え
、
元
気
を
出
さ
せ

る
力
を
持
つ
ヘ
ル
パ
ー
に
な
る
よ

う
勉
強
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

野 藤 田 能
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マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

「
年
金
住
宅
融
資
」
で
/

O
利
用
で
き
る
方

現
在
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者

で
、
加
入
期
間
が
三
年
以
上
あ
る

方。O
資
金
の
使
い
み
ち

新
築
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
建

売
住
宅
、
中
古
住
宅
の
購
入
お
よ

び
増
改
築
等
の
住
宅
改
良
資
金
。

O
融
資
金
額

所
有
資
金
の
八
O
%
以
内
で
、

最
高
二
、
O
二
O
万
円
ま
で
。

O
融
資
利
率

年
四
・
二
二
%
(
一
般
貸
付
)

O
返
済
方
法

元
金
均
等
返
済
・
元
利
均
等
返

済
の
選
択
が
で
き
る
。

O
返
済
期
間

住
宅
の
種
類
に
よ
っ
て
五
年
か

ら
三
十
五
年
。

O
受
付
期
間

平
成
六
年
五
月
九
日
(
月
)
か

ら
六
月
十
四
日
(
火
)
ま
で
の
予

定
(
た
だ
し
、
予
定
枠
が
あ
り
ま

す
の
で
枠
に
達
し
ま
す
と
締
切
)

※
詳
し
く
は
愛
媛
県
年
金
福
祉
協

会
(
合
四
一

1

七
六
六
七
)
ま
で
。
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
届
け
出
は
、

お
済
み
で
す
か

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と

し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
第
三
号

被
保
険
者
の
届
け
出
は
お
済
み
で

し
ょ
〉
7
か。

こ
の
届
け
出
は
、
保
険
料
を
納

め
る
事
と
同
じ
意
味
の
あ
る
大
変

重
要
な
届
け
出
で
す
。
届
け
出
を

忘
れ
ま
す
と
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
と
同
じ
事
に
な
り
、
年
を
と
っ

て
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

が
少
な
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
場
合
に
よ
っ
で
は
年
金
を

受
け
と
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
主
人
ゃ
あ
な
た
自
身
の
就

職

・
退
職
・
転
職
な
ど
は
、
こ
の

届
け
出
の
提
出
時
期
で
す
。
届
け

忘
れ
が
な
い
か
今

一
度
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

「
人
生
の
節
目
・
節
目
の
届
け

出
で
、
豊
か
な
老
後
の
備
え
を
」

詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

老
人
保
健
制
度

七
十
歳
以
上
(
一
定
の
障
害
の

あ
る
人
は
六
十
五
歳
以
上
)
に
な

る
と
、
「
老
人
保
健
制
度
」
で
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
国
保
の
被
保
険

者
、
あ
る
い
は
職
場
の
健
康
保
険

の
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
す
べ
て

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
資
格
は

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

市
区
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
医

療
受
給
者
証
」
と
「
保
険
証
」
を

窓
口
に
提
示
し
ま
す
。
こ
れ
で
、

老
人
保
健
の
適
用
者
で
あ
る
こ
と

と
、
ど
の
医
療
保
険
の
加
入
者
で

あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

一
部
負
担
金

診
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払
う

一
部
負
担
金
は
、
次
の
と
お
り
で

す。外来(1ヶ月につき) 入院(1日につき)I 

一部 1，000円 700円
負担金

ひとつの医療機関ご 入院日数分を支払う

とに毎月最初の診療 (ただ し、住民税が

支払い 日に支払う。 非課税で、老齢福祉

の方法 総合病院では各診療 年金を受けている人

科ごと、医科と歯科 は、 1日300円を 2
では別々に支払う。 ヶ月間だけ支払う)

と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

※上記の金額は、平成 7年 3月31日までです。

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
制
定
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
に
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六
月
一
日
に

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見

守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人

権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の

で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制

度
の
始
ま
り
で
す
。

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
児
な

ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
人

権
を
積
極
的
に
擁
護
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
「
子
ど

も
の
人
権
を
守
ろ
う
」
を
啓
発
活

動
重
点
目
標
に
掲
げ
、
積
極
的
な

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ

O
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
う
け
た
川

内
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は

次
の
方
々
で
す
。

西

組

高

須

賀

恵

三
郎

合
六
六
|
二
六
六
八

高

須

賀

鶴

男

含
六
六
|
三
三
二

O

大

西

良

品

合
六
六
|
四
四
六
七

刀t

里子

二と
仁ゴ

久

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

F
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j内11 水 O 則 O~ 保 東 ~ O~ 市 O 斉 O 桧 O す入 加川
脱 之休保 中 lケ移名 名 院復 力日 O 者四

入内
守7 越 内 免免 村 ピ谷 越場義 之 皮 の月

者町ン 退 止住 ス 転手日 力5守ζて 木帰 入 異中
異有国シ

篠森
大 宅佐六庫柴 薪ゴ 章名更 花 動の

井ヨ 里子 よ伯 O~ 固館'有 よ越 斉 山 は有 動線
能ン サ り O板金 ホ り 院 次線 の放
史 ダ )雅↓戸物寮| )秀 之 ~生x. の放 お送

五朗 ーコ 二女 三敏宜よ村席中 二 i在ム =樹 三木 二重 と送 知電
五 七 -"- 二一り 九至デ 九集 J¥ お電ノ、 ら話
四 七 O 二七)ーよイ 四 = メ五2、 り話

せの九 九 四一倉八立サ
ーム開』

九所 O で加ノ、

6月予防接種のご案内

予防接種名 ツベルク 1)ン反応検査、 BCG接穣 三種混合予防接種

接種目時
平成 6年6月13日(月)、 15日体) 平成 6年6月7日側、 6月28日(刈

午後 2 時~3 時 午後 2 時~3 時

接種場所 健康センター 2階集団指導室 健康センター 1階集団検診控室

• 4歳未満で平成 6年2月28日までに生ま 2証一捕で1…種Lてし|

対象者
れた乳幼児 ない幼児

• 1期終了後 l年以上たって 2期接種して

いない 5歳 6カ月未満の幼児
トー

-当 日は、朝の体溢を計ってきて下さい。 -当日は、朝の体温を計ってきて下さい。

注意事項
-予防接種を受けますと 1カ月聞は他の予 -予防接種を受けますと 1週間は他の予防

防接種を受けることができません。 接種を受けることができません。

-当日の入浴は避けて下さい。 -当日の入浴は避けて下さい。

持参品 -母子健康手帳、印鑑 -母子健康手帳、印鑑

間合わせ先
予防接種に関して、ご不明な点は、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

電話 :66-2191 有線 :5833 

1 . c~乙3ごみ
6月ごみ収集計画表

電話 66-4989
清掃センター有線 3130 

収集曜日 収 集 t也 域 収集日又は収集変吏日

東谷 ・西谷(井内を除く)

土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 変更なし

井内

北方 ・南方
変更なしa ・・・ a晶圃晶晶一・一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一 一一一 守宇一，一 司 ------------"--

奥松瀬川

前松瀬川(鳥の子を除く)
変更なし

町筋(天神を除く)

2. Cぇ，1dいごみ・資源ごみ

ij:R 集 I惣 域 ガフス・空ピン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東谷 ・西奇(井内を除く)
6月13日(月) 6月27日(月) 6月20日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 6月14日(火) 6月28日(火) 6月21日(火)

前松瀬JlI(鳥の子を除く)
6月8日(水) 6月22日(水)

町筋(天神を除く) 6月22日(水)

井内 ・土奇 ・滑川 6月9日(木) 6月23日(木)

Oごみ減量化推進週間 5月30日--6月58<)

。。
噌

I
i



水
の
事
故
に

ご
注
意
を

水
を
多
量
に
放
流
し
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
詮
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
専
用
水
路
用
地
内
、
お
よ
び

周
辺
が
児
童
等
の
遊
び
場
と
な

ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
面
河
ダ
ム
の
水
は
、
冷
水
の

た
め
不
用
意
に
飛
び
こ
む
と
心

臓
マ
ヒ
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る

の
で
、
絶
対
に
児
童
等
が
泳
が

な
い
よ
う
厳
重
に
注
意
し
ま

ー
面
河
ダ
ム
農
業
用
水

通
水
期
間
中
の
事
故
防
止

1

本
年
も
、
来
る
六
月
六
日
か
ら

十
月
五
日
ま
で
の
問
、
面
河
ダ
ム

よ
り
農
業
用
水
が
通
水
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
、
面
河
ダ
ム
の
冷

T
U
L
I
F
F
寸
ノ
。

三
、
専
用
水
路
内
に
木
片
、
廃
棄

物
等
を
投
げ
込
ま
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
専
用
水
路
の
施
設
に
さ
わ
っ

た
り
、
破
損
し
た
り
し
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
¢
l

{
に

O}-V」
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7日凶 胃・大腸がん検診 受付午別7:30-9:00 (河之内公民館)

三種混合予防接種 午後 2:00-3:00 (健康センター)

9日(本) 胃がん検診 受付午前7:30-9:00 (健康センター)

子宮・大腸・乳がん検診 受付午前7:30-10:00 (健康センター)

10日(鎚 胃がん検診 受付午前7:30-9:00 (健康センタ ー)

子宮・大腸・乳がん検診 受付午前7:30-10:00 (健康セ ンター)

13日(月) ツベルクリン反応検査 午後 2:00-3:00 (健康センター)

15日(本) ツ反判定 ・BCG接種午後 2:00-3:00 (健康センター)

16日(ホ) 胃がん中責診 受付午前7:30-9:00 (健康センタ ) 

子宮・大腸・乳がん検診 受付午前7:30-10:00 (健康センター)

17日(鉛 胃がん検診 受付午前7:30-9:00 (健康センター)

子宮・大腸・乳がん検診 受付午前7:30-10:00 (健康センター)

21日(;A) ヘルシーセミナー 午前10:00-午後1・00 (健康モ ンター)

日本脳炎予防接種(1) 午後 2:00-3:00 (健康センター)

22臼(7]¥) リハビリ教室「膝の痛みのあるかたへ ・・」午後1:30-3:30 (健康センター)

24日(幽 こころの健康相談 午前 9:00-12:00 (健康センター)

28日制 三種混合予防接種 午後 2:00-3:00 (健康センタ ー)

29日(水j 日本脳炎予防接種(2) 午後 2:00-3:00 (健康センター)

30日(木) 育児相談 受付午前9:00-10:00 (健康センター)

育児学級 受付午後1:00-2:00 (健康センタ ー)

隔月曜日 不用犬買い上げ 午前 8:30-10:00 (健康センター)

毎週水爆日 健康相談 ・栄養相談 午前 9:00-12:00 (健康センター)

母子手帳交付 午前 9・00-12・00 (健康センター)

妊婦健康相談 午前 9:00-12 :00 (健康センター)

機能回復訓練事業 午後 1:00-3:00 (ガリラヤ荘)

当番医

5日(日) 藤石病院(重信町志津川) ft 64-1234 

128 (日) 西野内科クリニック(重信町牛測) ft 64-2200 

19日(日) 山本内科(川内町北方) ft 66-2066 

26日(日) 岸本医院(J川内町北方) 合 66-5670

(問い合わせ先) 健康センター 電話:66-2191 有線 5833

救急病院案内 64-5632 (テレホンサービス)

6月健康センターだより

戸
籍
の
窓

(
四
月
受
付
分

・
敬
称
略
)

女
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

年，~却、土 上 市 下 ，鳥 原
谷 f主

国
古 の 車干

I日二1
発
電

所
上 戸斤 市 場 j中 子 屋 I中

高 山 荒 丹 宮 田 j度 池 f呆
須賀 生

由奇 木 今hEゴ 山奇 井 音日 111 
吉菱

健 才E斤コ f申 日百 康 光 武

r台 利 d陪 之 長 司
者

長 長 長 長 長 長 長 長
続

女 女 男 女 男 女 女 女 +内

未 耀 2ぷ望見台; 手羽
佐芳刀sミ二

真 詩
名前来三

園 自H美 平 江 子 乃

6 6 6 6 6 1 6 6 6 
生

4 4 4 4 414 3 3 年月

17 14 10 7 311 22 24 
日

女
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

5学
dずも

天 ガ
t玉A→ 下 { 玉 J骨 問 手口

{主

森 フ 古 111 回

ネ申 1ーヤ+土""・ 泉 市 泉 上 屋 丸
所

田 篠
須賀高

桑 矢 池 1ア入 近 f主
井 氏
里子 森 原 聖子 111 井 藤 伯

重 i害 、、、

次
文 、、、、、、

ヤ ノ 名
fI~ 貞 磐 子 民日 江 ヨ 子 明

85 65 89 69 81 64 90 78 68 年齢

616 6 6 6 6 6 1 6 6 死
亡

4 1 4 414 414 414 4 年
月

28 26 22 19 10 9 7 6 5 日

回
篠ヌオ匹以ミド 須賀高

桑 矢 池
井今 藤近

佐
世

井 原 里子 111 伯
里子

次
11土f

{ 疋 徳 巧
芳時 数春 主イ変 貞 磐 治 自日 行 日月

Q
d
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コ少

3・
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日

目

牡
丹
や
妹
の
忌
修
す
雨
の
寺

戒

能

芙

沙

夏
め
く
や
妻
鼻
歌
の
朝
厨

高

瀬

照

幸

訪
へ
ば
牡
丹
の
彩
ヘ
誘
は
る
1

楠

治

子

癒
さ
れ
て
同
行
二
人
遍
路
か
な

近

藤

千

春
11111111111111111111111111111111111111 

万
緑
や
昼
を
鎮
も
る
秘
仏
堂

田

中

乃

武

苔
庭
に
よ
き
お
潤
ひ
や
夏
近
き

高
須
賀
茅
花

夏
め
く
や
シ
ョ
ー
ト
力
ツ
ト
の
盆

の

窪

渡

部

那

美

夏
め
く
や
水
を
濁
し
て
群
る
¥4
鯉

大

西

律

子

崩
れ
そ
う
に
赤
い
牡
丹
の
重
な
リ

ぬ

和

田

寿

喜

枝

木
洩
日
の
匂
ふ
坂
道
夏
め
き
ぬ

池

川

水

穂

石
を
切
る
山
の
高
さ
の
若
葉
か
な

小

倉

静

波

気
持
よ
く
夏
め
く
帯
を
締
め
に
け

り

宮

内

竹

仙

夏
め
く
や
軒
寄
せ
合
ふ
て
峡
の
家

熊
田
塵
一

一
様
に
川
風
に
向
き
鯉
の
ぼ
り

中

川

蛍

舟

夏
め
き
て
軒
の
雀
の
い
と
多
忙

池

川

蝿

谷

日
刊
誌
問
υ

政
界
の
活
職
庶
民
の
胃
が
い
た
み

佐
々
木
胡
舟

久
し
振
り
親
子
で
交
わ
す
う
ま
い

酒

篠

森

美

登

里

芽
吹
く
春
無
情
に
掘
っ
て
道
作
り

高

橋

五

陽

腹
の
中
お
見
通
し
で
す
レ
ン
ト
ゲ

ン

渡

部

佐

久

良

芽
吹
く
子
ヘ
親
の
期
待
が
大
き
す

ぎ

山

本

ひ

ろ

志

お
い
し
さ
を
一
番
先
に
蟻
が
知
り

田

中

若

峯

お
ど
り
喰
い
胃
で
も
動
い
て
い
る

よ

う

な

平

岡

深

舟

お
そ
霜
の
洗
礼
も
受
け
春
野
菜

高
岡

、艶
女

馴
ら
さ
れ
て
一
番
旨
い
妻
の
寿
司

山

本

紫

芳

合
格
の
発
表
前
の
胃
が
痛
い

田
野
岡
田
州

ス
ト
レ
ス
が
寄
っ
て
た
か
つ
て
胃

を

攻

め

る

近

藤

十

歩

胃
力
メ
ラ
に
鯉
の
気
持
ち
を
少
し

知

り

高

瀬

喜

撰

亭

六
月
例
会
ご
案
内

六
月
四
日
目
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈
題
〉
①
半
額
②
風
車

新
し
い
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

③
包
む

t .、4

ワ
サ
ビ

鼻
に
ツ
ン
と
く
る
あ
の
ワ
サ

ビ
で
あ
る
。
こ
の
季
節
、
山
菜

を
よ
く
い
た
だ
く
が
、
今
年
は

な
ん
と
、
川
内
で
採
れ
た
生
ワ

サ
ビ
を
い
た
だ
い
た
。
(
正
確
に

い
う
と
、
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ

た
の
で
あ
る
o)

市
販
の
ワ
サ
ビ

と
は
確
か
に
違
う
。
ピ
リ
ッ
と

し
た
辛
味
の
中
に
、
ほ
の
か
な

甘
さ
が
あ
る
。
(
少
し
グ
ル
メ

き
ど
り
で
あ
る
o)

人
間
わ
が
ま
ま
な
も
の
で
、

こ
ん
な
ワ
サ
ピ
が
あ
る
の
な
ら

自
然
の
ワ
サ
ビ
に
出
会
い
た
く

な
っ
た
。
無
理
を
わ
願
い
し
て ~\\ 

月サ
頃ワ 1青
にワ j荒
かサに
けビ生
てとえ
臼もる
い い の
花うで
を
日足早ミ
か春 ズ
せかワ
る ら サ
。、ピ

五
\~ 

一20

自
生
す
る
ワ
サ
ビ
を
見
に
つ
れ

て
い
っ
て
も
ら
っ
た
。

車
を
降
り
て
、
沢
沿
い
の
山

道
を
登
っ
て
ゆ
く
。
次
第
に
空

気
も
ヒ
ン
ヤ
リ
と
し
て
き
た
。

ワ
サ
ビ
を

一
度
も
見
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
周
り
の
山
草
を

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
て
い
る
と
、

「
ほ
ら
、
あ
れ
が
ワ
サ
ビ
の
花

だ
よ
。
」
と
知
人
が
指
を
さ
す
。

さ
す
方
を
見
る
と
、
と
て
も
小

さ
な
花
が
茎
の
頂
に
固
ま
っ
て

咲
い
て
い
る
。
葉
は
大
き
く
、

脈
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

早
速
、
一
葉
、
食
し
て
み
る
。

よ
く
か
ん
で
い
る
と
、
少
し
聞

が
あ
っ
て
か
ら
ツ
ン
と
鼻
に
き

た
。
間
違
い
な
く
ワ
サ
ビ
で
あ

る
。
舌
で
ワ
サ
ビ
を
確
認
し
た
。

ワ
サ
ビ
は
澄
ん
だ
水
、
常
に

流
れ
の
あ
る
、
極
く
限
ら
れ
た

場
所
に
し
か
育
た
な
い
と
い
う
。

清
流
の
あ
か
し
で
あ
る
ワ
サ

ビ
が
、
川
内
町
に
も
自
生
し
て

い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。



. . . 川内町名誉町民で元川内町長の藤井正さん(満81歳)が

病気療養中のところ、去る 5月17日逝去されました。

藤
井
さ
ん
は
、
大
正
元
年
八
月

十
三
日
旧
一
二
内
村
河
之
内
の
お
生

ま
れ
で
今
年
満
八
十
一
歳
。
昭
和

十
年
か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
、
昭

和
二
十
三
年
か
ら
昭
和
四
十
四
年

ま
で
愛
媛
県
職
員
と
し
て
勤
務
さ

れ
、
昭
和
十
五
年
か
ら
昭
和
二
十

年
ま
で
満
州
国
官
吏
と
し
て
勤
務

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
か

ら
昭
和
四
十
六
年
ま
で
県
国
保
団

体
連
合
会
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
か
ら
、
昭

和
六
十
二
年
ま
で
四
期
十
六
年
間

に
わ
た
り
、
川
内
町
長
と
し
て
町

政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
は
、
「
町
民
総
親
和
」

正さん藤 井

「
ガ
ラ
ス
ば
り
の
町
政
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
町
政
を
進
め
、
簡

易
水
道
施
設
の
整
備
充
実
、
教
育

施
設
の
整
備
、
集
会
所
建
築
、
農

林
道
や
水
路
の
新
設
改
良
、
圃
場

整
備
事
業
の
実
施
、
工
場
誘
致
、

町
道
網
再
編
成
、
町
営
住
宅
建
設

な
ど
を
進
め
、
川
内
町
の
発
展
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
二
十
九
日
の
春
秋

叙
勲
で
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受

章
、
さ
ら
に
平
成
三
年
一
月
十
五

日
名
、
誉
町
民
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
の
主
な
功
績
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

名誉町民

付
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
保

健
衛
生
実
践
会
を
通
じ
て
の
検
診

等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
保
健
衛

生
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ω
水
源
地
の
増
設
、
飲
料
水
供

給
施
設
整
備
を
実
施
し
、
飲
料
水

不
足
の
解
消
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

臼
学
校
施
設
の
改
善
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
中
央
公
民
館

の
建
設
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

の
誘
致
、
集
会
所
の
建
築
等
、
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
基

盤
整
備
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

四
幹
線
林
道
の
整
備
、
森
林
組

合
の
合
併
等
、
林
業
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

回
農
道
整
備
、
水
路
整
備
、
圃
場

整
備
等
を
推
進
し
、
農
業
振
興
の

基
盤
整
備
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

同
工
業
団
地
を
造
成
し
、
企
業

誘
致
に
努
め
、
地
域
住
民
の
雇
用

の
安
定
と
収
入
の
確
保
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

同
町
道
の
七
十
八
げ
を
舗
装
し
、

町
道
の
整
備
に
努
め
ら
れ
、
ま
た
、

河
川
改
修
、
県
道
改
修
等
の
推
進

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

川
社
会
福
祉
協
議
会
を
発
足
さ

せ
、
在
宅
老
人
福
祉
の
充
実
に
努

め
ら
れ
、
ま
た
、
町
営
住
宅
建
設

尽を
く推
さ進
れし
ま
し住
た宅
。不

足
の
解、
消

合
同
葬
で
最
後
の
お
別
れ

町
で
は
、
藤
井
正
さ
ん
の
ご
逝

去
に
伴
い
、
生
前
の
ご
功
績
に
お

報
い
す
る
た
め
町
議
会
並
び
に
関

係
者
と
協
議
し
、
森
町
長
を
葬
儀

委
員
長
と
す
る
合
同
葬
を
も
っ
て

最
後
の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

合
同
葬
は
、
五
月
十
九
日
午
後

一
時
か
ら
川
内
町
中
央
公
民
館
大

ホ
l
ル
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
八
百
人
の
方
々
が
参
列
し
、
在

り
し
日
の
藤
井
さ
ん
の
功
績
や
人

柄
を
偲
び
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
町
民
の
皆
様
と
共

に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す。

3 

弔辞を述べる森町長




